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Ⅰ. 事 業                                        

法人の目的と概況 

■法人の目的 

この法人は、以下に掲げる事業を通じて、わが国社会の学術および産業の振興・発展と福祉な

らびに文化の向上に資することを目的とする。 

(1) 物流の振興・発展に資する学術研究に対する助成 

(2) 物流の振興・発展に資する研究集会、シンポジウム、セミナー等の開催に対する助成 

(3) 学生・生徒に対する奨学金の給付 

(4) その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

◇事業の趣旨（目的） 

・研究助成 

物流分野の振興・発展に資する学術研究に対する助成、同分野における研究集会、シン

ポジウム、セミナー等開催に対する助成を通じて、当分野の学術および産業の振興・発展を

もって産業全体の発展と国民生活の向上に寄与することによる社会貢献を目的とする。 

・奨学支援金制度 

意欲と能力のある学生等が経済的理由により修学を断念することがないよう、学生本人に

対して奨学金の給付を行い、教育の機会均等及び人材の育成に寄与し、教育と福祉の向

上に貢献する。 

■2020 年度概況 

◇財団の運営状況 

   概ね当初の計画に従い事業が遂行できた。なお、新型コロナウイルスの影響を考慮し、

奨学生懇談会は中止とした。 

◇事業活動 

   ・研究助成 

      １5 件の応募があり、2 月に開催した選考委員会において定数の６件を採択した。 

   ・奨学支援金制度 

      奨学支援金制度の応募数は、昨年より 25 件多い 116 件に増加した。12 月に開催し

た選考委員会で 74 名（後に 4 名辞退）を採択した。 

上記、各事業の助成金の支出を 3 月の理事会において承認した。 



1. 事業活動 

1. 1 研究助成事業  

1. 1. 1 助成件数と助成額  

2020年度の研究助成対象は、2021年2月8日の選考委員会で採択され、2021年3月3日開

催の理事会で助成金の交付が承認された。件数と金額の内訳を表1に示す。 

表1. 2020年度研究助成(新規および継続)一覧 

プログラム 応募件数 
助成件数（件） 助成金額（千円） 

新規 継続 合計 新規 継続 合計 

物流研究助成 １5 ６ 0 ６ 2,600  2,600 

1. 1. 2 採択助成研究一覧 

 2020年度の研究助成における採択された研究は以下の表2に示す。 

表2. 2020年度助成研究一覧 

No 
氏名（職位） 

所属機関 
研究課題 

助成額 

（千円） 

1 
大門 創（准教授） 

福山市立大学 都市経営学部 

消費者の買物行動の変化を踏まえた物流労働力

の不足量の予測と、ラストマイルの配送確保のため

の対応策に関する研究 

500 

2 
秋川 卓也（准教授） 

日本大学 商学部 
ラストマイル・ロジスティクスのコストと価値 500 

3 
田口 尚志（教授） 

早稲田大学 商学学術院 

わが国物流業界におけるインコタームズの普及に

関する研究 
500 

4 
麻生 敏正（助教） 

東京海洋大学 学術研究院 
フォークリフトオペレータの作業計測システム 500 

5 
陳 曦（非常勤講師） 

大阪産業大学 経済学部 商業科 

「アフターコロナを見据えたアパレル産業における物

流在庫のデジタル一元管理に関する研究」 
100 

6 
坂本 和子（教授） 

豊橋技術科学大学 総合教育院 計画・経営分野 
物流業界への UX デザイン適用に関する研究 500 

1. 1. 3 研究助成金の送金 

助成金の送金は以下のとおり完了した。 

【送金】  2021年4月12日  6件  合計金額 2,600,000円 

 



1. 2  奨学支援金制度 

1. 2. 1 採用件数と給付額  

2020年度の奨学支援金制度の対象は、2020年12月17日の選考委員会で採択され、2021

年3月3日開催の理事会で奨学金の給付が承認された。件数と金額の内訳を表3に示す。 

表3. 2020年度奨学支援金制度（採用件数および給付額） 

プログラム 応募件数 採用件数（名） 給付金額（千円） 

奨学支援金制度 116 70（74名採用し4名辞退） 21,000（300/1名） 

1. 2. 2 奨学金の送金 

奨学金の送金は入学以下のとおり完了した。 ※入学証明提出順に順次送金 

【送金】  2021 年 3 月 22 日・31 日、4 月 2 日  70 件  合計金額 21,000,000 円 

1. 2. 2 奨学生へのアフターフォロー 

1. 2. 2. 1 奨学生懇談会 

当財団では奨学生同士の交流活性を第一の目的に、毎年奨学生懇談会を開催しておりま

す。当懇談会は奨学生の資格を得た者は永年に参加することができます。奨学生たちによる

世代を超えたコミュニティー形成を目指しております。 

※ 前年度に続き新型コロナウイルスの影響を考慮し、残念ながら中止といたしました。 

  

1. 2. 2. 2 何でも相談“HELP & SUPPORT” 

当財団では奨学生が日常生活を送っていくうえで起こる様々な悩みや、トラブルに遭遇した

り生活に不安を抱いたときに、一人で悩まずに気軽に相談できる窓口「何でも相談“HELP & 

SUPPORT”」を開設しています。心理カウンセラーの利用も可能です。 

 

 

 

 

 

写真は 2018 年度奨学生懇談会の模様 

 
奨学生全員に配布されている 

何でも相談窓口の連宅先が書かれたカード 
 



1. 3  2021 年度事業予定 

1. 3. 1 助成事業 

物流研究ならびに物流に係るセミナー・シンポジウムの開催などへの助成（1 件当たり 50 万

円を限度とする）の募集を行う。 

予定数：6 件程度 

1. 3. 1. 1 日程 

 応募から採択における日程を以下の表 4 に示す。 

表 4. 2021 年度研究助成募集日程 

 2021 年 2022 年 

7～8 月 9～10 月 11～12 月 1～2 月 3～4 月 5～6 月 

募集要領の決定       

募集       

選考       

採択候補者の決定    ▲   

受領者の確定         ▲   

1. 3. 2 奨学支援金制度 

奨学支援金制度（1 名当たり 30 万円を一律で給付）の募集を行う。 

予定数：70～80 名程度 ※前年度からの採用増を予定しております。 

1. 3. 2. 1 日程 

 応募から採択における日程を以下の表 5 に示す。 

表 5. 2021 年度奨学支援金制度募集日程 

 2021 年 2022 年 

7～8 月 9～10 月 11～12 月 1～2 月 3～4 月 5～6 月 

募集要領の決定       

募集       

選考       

採択候補者の決定         ▲    

受領者の確定         ▲  

 

 



2. 情報公開  

2. 1 情報掲出等 

2．１．１ ホームページ ※一部対象年度以降の情報含む 

定期的なホームページの内容更新は下記表6の通りである。 

表6. 2020年度ホームページ内容更新一覧  

更新内容 

・2020年度事業計画書 

・2020年度奨学支援金制度公募開始告知 

・2020年度 物流研究助成の公募開始告知 

・2019年度 事業報告書および決算書類掲出 

・各事業の年間スケジュールをビジュアル掲示 

・2020年度奨学生懇談会中止告知 

・2020年度 新規採択助成物流研究一覧掲出 

・「2018年度 物流研究助成 成果報告書」発行告知 

SBS鎌田財団ホームページ（https://www.sbs-kamatazaidan.or.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次年度における更改などの予定 

 ・ウェブによる受付の検討 



２．１．２ 案内書送付 

◇2020年度研究助成 

全国 国立・公立・私立大学への研究助成公募開始案内を送付。 

送付数：499  送付物：公募開始案内・研究助成申請書類一式・研究助成パンフレット 

◇2020年度奨学支援金制度 

  関東7都県の児童養護施設・行政窓口等へ奨学支援金制度公募開始案内を送付 

  送付数：274件  送付物：公募開始案内・申請書類一式・奨学支援金制度パンフレット 

２．１．３ その他 

◇ＳＢＳグループ 広報 

・『BUSINESS ＆ CSR REPORT 2020』 掲載  

事業概要、2019年度採択内容 

◇外部情報サービス 

・（公財）助成財団センター 

刊行物掲出：『助成団体要覧2020』『助成財団 助成金応募ガイド2020』 

ウェブ掲出：助成金情報 

・NOPODAS（非営利法人データベース）／（公財）公益法人協会 

掲出：財団情報および助成金情報 

2. 2 刊行物 

◇成果報告書 

「2018 年度 物流研究助成 成果報告書」 全 90Ｐ 

  2018 年度助成対象（9 研究）の研究報告と 2019 年度新規採択助成研究一覧等を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ. 管理・運営                                     

1. 理事に関する事項 

理事に関する特記事項はなかった。 

＜現任＞ 鎌田 正彦 ＳＢＳホールディングス株式会社 代表取締役社長 

岸野 一夫 株式会社未来塾 代表取締役 

尼野 正一 税理士法人誠和コンサルティング 代表社員執行役社長 

2. 評議員に関する事項 

   評議員に関する特記事項はなかった。 

   ＜現任＞ 申田 裕治 株式会社ドルフィンKOTO 代表取締役社長 

時田 宗明 株式会社経済界倶楽部 代表取締役 

鈴木 知幸 東京丸の内法律事務所 弁護士 

3. 監事に関する事項 

   監事に関する特記事項はなかった。  

    ＜現任＞ 藤浦 宏史 株式会社アガットコンサルティング 代表取締役 公認会計士 

4. 選考委員に関する事項 

   選考委員に関する特記事項はなかった。 

   ＜現任＞ 靍岡 征人 ＳＢＳロジコム株式会社 取締役常務執行役員営業本部 

市川 隆一 株式会社サプライチェーン経営研究所 代表取締役 

豊増 隆弘 ノーウェアアベニュー株式会社 代表取締役 

池田 幸司 社会福祉法人天使園 理事長 

後藤 大介 株式会社アイディアシップ 代表取締役 

園田 恵一 元ＳＢＳロジコム株式会社 取締役専務執行役員 

 

 

 



5. 会議に関する事項 

理事会 

開催日/場所 議事事項 結果 

2020/9/9 
オリナスタワー 

【審議事項】 

第 1 号議案 『2019 年度 事業報告及び計算書類並びに定期提出書

類』の件 

第 2 号議案 『定時評議員会招集』の件 

【報告事項】 

代表理事の職務執行状況の報告 

 

原案どおり承認可決 

 

原案どおり承認可決 

2021/3/3 
オリナスタワー 

【審議事項】 

第 1 号議案 『2020 年度 物流研究助成金支給承認』の件 

第 2 号議案 『2020 年度 奨学支援金制度給付承認』の件 

【報告事項】 

代表理事の職務執行状況の報告 

 

原案どおり承認可決 

原案どおり承認可決 

2021/6/29 
オリナスタワー 

【審議事項】 

第 1号議案 『2021年度の事業計画および収支予算ならびに資金調達

および設備投資の見込みについての承認』の件 

【報告事項】 

代表理事の職務執行状況の報告 

 

原案どおり承認可決 

 

評議員会 

開催日/場所 議事事項 結果 

2020/9/24 
オリナスタワー 

【審議事項】 

第 1 号議案 『2019 年度事業報告及び計算書類の承認』の件 

【報告事項】 

1）2020 年度「事業計画」および「収支予算」について 

2）定期提出書類提出について 

 

原案どおり承認可決 

選考委員会 

2020/12/1７ 奨学支援金制度選考委員会 

2021/2/8 物流研究助成選考委員会 

6. 内閣府への届け出等に関する事項 

・2020/9/30 事業報告等の提出 

・2020/2/17 税額控除に係る証明申請 

・2021/7/1  事業計画書等の提出 

7. 寄附に関する事項 

2020 年度に 

寄附金を受けた

財産の額 

25,247,044 円 

うち個人から 3 名 6,200,000 円 

うち法人から 4 社 19,047,044 円 

 



Ⅲ. 会計報告                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 貸借対照表 

2. 正味財産増減計算書 

3. 正味財産増減計算書内訳表 

4. 財産目録 

5. 財務諸表に対する注記および付属明細書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（単位：円）

Ⅰ　資産の部
  １．流動資産
          現金預金 1,714,965 2,051,364 △ 336,399
　　　　　前払金 60,000 0 60,000
        流動資産合計 1,774,965 2,051,364 △ 276,399
  ２．固定資産
    (1) 基本財産
          普通預金 6,308,014 6,308,014 0
        基本財産合計 6,308,014 6,308,014 0
    (2) 特定資産
          助成・奨学事業積立資産 13,216,645 15,970,961 △ 2,754,316
        特定資産合計 13,216,645 15,970,961 △ 2,754,316
    (3) その他固定資産
        その他の固定資産合計 0 0 0
        固定資産合計 19,524,659 22,278,975 △ 2,754,316
        資産合計 21,299,624 24,330,339 △ 3,030,715

Ⅱ　負債の部
  １．流動負債
          預り金 0 3,063 △ 3,063
          未払費用 266,913 750,838 △ 483,925
        流動負債合計 266,913 753,901 △ 486,988
  ２．固定負債
        固定負債合計 0 0 0
          負債合計 266,913 753,901 △ 486,988

Ⅲ　正味財産の部
  １．指定正味財産
          寄付金 19,416,645 22,170,961 △ 2,754,316
        指定正味財産合計 19,416,645 22,170,961 △ 2,754,316
    　    （ うち基本財産への充当額 ） 6,200,000 6,200,000 0
        　（ うち特定資産への充当額 ） 13,216,645 15,970,961 △ 2,754,316
  ２．一般正味財産
    　　　その他一般正味財産 1,616,066 1,405,477 △ 210,589
       　 一般正味財産 1,616,066 1,405,477 △ 210,589
  　      （ うち基本財産への充当額 ） 108,014 108,014 0
   　     （ うち特定資産への充当額 ） 0 0 0
        正味財産合計 21,032,711 23,576,438 △ 2,543,727
        負債及び正味財産合計 21,299,624 24,330,339 △ 3,030,715

貸借対照表

令和 3 年 6 月 30 日 現在

科　　　　　　　　 目 当   年   度 前   年   度 増        減



（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        基本財産運用益 232 208 24
          基本財産受取利息 232 208 24
        受取寄付金 28,001,360 25,773,465 2,227,895
          受取寄付金振替額 28,001,360 25,773,465 2,227,895
      経常収益計 28,001,592 25,773,673 2,227,919

    (2) 経常費用
        事業費 26,001,592 23,273,673 2,727,919
          支払助成金 23,600,000 19,795,000 3,805,000
          通信運搬費 22,764 14,632 8,132
          印刷製本費 0 1,092,176 △ 1,092,176
          賃借料 208,603 207,295 1,308
          諸謝金 30,000 30,000 0
          支払手数料 27,720 22,342 5,378
          委託費 2,112,000 2,102,400 9,600
          会議費 505 9,828 △ 9,323
        管理費 1,789,411 2,069,738 △ 280,327
          通信運搬費 168,520 28,960 139,560
          租税公課 2,150 0 2,150
          印刷製本費 42,820 7,874 34,946
          賃借料 52,151 51,824 327
          支払負担金 0 40,700 △ 40,700
          支払手数料 11,770 10,060 1,710
          委託費 1,452,000 1,928,620 476,620
          雑費 60,000 1,700 58,300
      経常費用計 27,791,003 25,343,411 2,447,592
        評価損益調整前経常増減額 210,589 430,262 △ 219,673
        評価損益等計 0 0 0
        当期経常増減額 210,589 430,262 △ 219,673

  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
      経常外収益計 0 0 0
    (2) 経常外費用
      経常外費用計 0 0 0
        当期経常外増減額 0 0 0
        当期一般正味財産増減額 210,589 430,262 △ 219,673
        一般正味財産増減額 210,589 430,262 △ 219,673
        一般正味財産期首残高 1,405,477 975,215 430,262
        一般正味財産期末残高 1,616,066 1,405,477 210,589

Ⅱ　指定正味財産増減の部
        受取寄付金 25,247,044 29,370,959 △ 4,123,915
          受取寄付金 25,247,044 29,370,959 △ 4,123,915
        一般正味財産への振替額 28,001,360 25,773,465 2,227,895
          当期指定正味財産増減額 △ 2,754,316 3,597,494 △ 6,351,810
          指定正味財産期首残高 22,170,961 18,573,467 3,597,494
          指定正味財産期末残高 19,416,645 22,170,961 △ 2,754,316

Ⅲ　正味財産期末残高
        正味財産期末残高 21,032,711 23,576,438 △ 2,543,727

正味財産増減計算書

令和 2 年 7 月 1 日 から 令和 3 年 6 月 30 日 まで

科　　　　　　　　 目 当   年   度 前   年   度 増        減



（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        基本財産運用益 0 0 232 232 0 232
          基本財産受取利息 0 0 232 232 0 232
        受取寄付金 0 8,560,000 17,441,360 26,001,360 2,000,000 28,001,360
          受取寄付金振替額 0 8,560,000 17,441,360 26,001,360 2,000,000 28,001,360
      経常収益計 0 8,560,000 17,441,592 26,001,592 2,000,000 28,001,592

    (2) 経常費用
        事業費 2,601,980 21,076,369 2,323,243 26,001,592 0 26,001,592
          支払助成金 2,600,000 21,000,000 0 23,600,000 0 23,600,000
          通信運搬費 0 22,764 0 22,764 0 22,764
          賃借料 0 0 208,603 208,603 0 208,603
          諸謝金 0 30,000 0 30,000 0 30,000
          支払手数料 1,980 23,100 2,640 27,720 0 27,720
          委託費 0 0 2,112,000 2,112,000 0 2,112,000
          会議費 0 505 0 505 0 505
        管理費 0 0 0 0 1,789,411 1,789,411
          通信運搬費 0 0 0 0 168,520 168,520
          印刷製本費 0 0 0 0 42,820 42,820
          賃借料 0 0 0 0 52,151 52,151
　　　　　租税公課 0 0 0 0 2,150 2,150
          支払手数料 0 0 0 0 11,770 11,770
          委託費 0 0 0 0 1,452,000 1,452,000
          雑費 0 0 0 0 60,000 60,000
      経常費用計 2,601,980 21,076,369 2,323,243 26,001,592 1,789,411 27,791,003
        評価損益調整前経常増減額 △ 2,601,980 △ 12,516,369 15,118,349 0 210,589 210,589
        基本財産評価損益等 0 0 0 0 0 0
        特定資産評価損益等 0 0 0 0 0 0
        投資有価証券評価損益等 0 0 0 0 0 0
        評価損益等計 0 0 0 0 0 0
        当期経常増減額 △ 2,601,980 △ 12,516,369 △ 15,118,349 0 210,589 210,589

  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
      経常外収益計 0 0 0 0 0 0
    (2) 経常外費用
      経常外費用計 0 0 0 0 0 0
        当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0
        他会計振替額 2,601,980 12,516,369 △ 15,118,349 0 0 0
        当期一般正味財産増減額 0 0 0 210,589 210,589
        一般正味財産増減額 0 0 0 0 210,589 210,589
        一般正味財産期首残高 0 0 0 0 1,405,477 1,405,477
        一般正味財産期末残高 0 0 0 0 1,616,066 1,616,066

Ⅱ　指定正味財産増減の部
        受取寄付金 0 8,560,000 14,687,044 23,247,044 2,000,000 25,247,044
          受取寄付金 0 8,560,000 14,687,044 23,247,044 2,000,000 25,247,044
        一般正味財産への振替額 0 △ 8,560,000 △ 17,441,360 △ 26,001,360 △ 2,000,000 △ 28,001,360
          当期指定正味財産増減額 0 0 △ 2,754,316 △ 2,754,316 0 △ 2,754,316
          指定正味財産期首残高 6,200,000 0 15,970,961 22,170,961 0 22,170,961
          指定正味財産期末残高 6,200,000 0 13,216,645 19,416,645 0 19,416,645

Ⅲ　正味財産期末残高
        正味財産期末残高 6,200,000 0 13,216,645 19,416,645 1,616,066 21,032,711

正味財産増減計算書内訳表
令和 2 年 7 月 1 日 から 令和 3 年 6 月 30 日 まで

科　　　　　　　　目
公益目的事業会計

法人会計 合計
物流研究助成事業 奨学金給付事業 共通 小計



（単位：円）

現金預金 新生銀行 運転資金として 2,159,890

　　正味財産 21,032,711

流動負債合計

　　負債合計 266,913

266,913

(固定負債)

固定負債合計

未払費用 税理士法人誠和ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 他 266,913

　　資産合計 21,299,624

(流動負債)

固定資産合計 19,024,659

　定資産

公益目的事業に供する資産 12,716,645

　その他固

前払金

　特定資産 助成･奨学事業積立資産 新生銀行

(公財）助成財団センター会費 60,000

　基本財産 現金預金 新生銀行 公益目的保有財産として 6,308,014

(固定資産)

流動資産合計 2,274,965

財      産      目      録
令和  3 年  6 月 30 日  現在

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金       額

現金預金 手許現金 運転資金として 55,075

(流動資産)



1.継続組織の前提に関する注記

    継続組織の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況はない。

2.重要な会計方針

（1）消費税等の会計処理

     消費税等の会計処理は、税込み方式によっている。

3.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

4.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

( (

( (

(

(

( (

１．基本財産及び特定資産の明細

１．基本財産の明細

　　財務諸表に対する注記に記載しているので作成を省略する。

２．特定資産の明細

　　財務諸表に対する注記に記載しているので作成を省略する。

合　　　計 19,524,659 19,416,645) 108,014)
小　　　計 13,216,645 13,216,645)

助成・奨学事業積立資産 13,216,645 13,216,645)

特定資産

科　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産

小　　　計 15,970,961 13,216,645 15,970,961 13,216,645
合　　　計 22,278,975 13,216,645 15,970,961 19,524,659

　助成・奨学事業積立資産 15,970,961 13,216,645 15,970,961 13,216,645

小　　　計 6,308,014 6,308,014

特定資産

基本財産

　普通預金 6,308,014 6,308,014

財務諸表に対する注記

科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

附属明細書

―

―

―

―
―

―

―

小　　　計 6,308,014 6,200,000) 108,014)

普通預金 6,308,014 6,200,000) 108,014)



Ⅳ. 監査報告                                      
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